


ポストの設置には、「こどもの未来応援国民運動」を広く周知した
いという想いもあります。この取り組みは、2015年に政府が始め
た官民による協働プロジェクトで、子どもの貧困や格差を解消す
ることを目的に、支援したい人や企業とＮＰＯを結びつけるなど、
社会全体で解決を進める取り組みが行われています。さくらや仙
台店店長の片浦さんは、「生活困窮家庭が、支援を求める声をあ
げられる場所、環境が必要だと思います。制服回収ポストがその
一助になれば」と話します。他にもフードボックスの設置や、給食
の無償化の署名活動も行っているさくらや。新たに岩沼の支援
学校との合同で、家庭で不要になったタオルの寄付を募り、雑巾
に作り直して宮城県のすべての小学校に届けるプロジェクトもス
タートしました。
　「未来を担う子どもたちの力になりたい」という想いがこめられ
た制服回収ポスト。不要なもの、使わなくなったものでも、誰かの
役に立つことがあります。リユースという形の寄付が、子どもたち
の未来を照らす小さな光になるかもしれません。


